
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 種別 件数 

１ その他火災 ４１件 

２ 建物火災 ４０件 

３ 車両火災 １３件 

４ 林野火災 １件 

合計９５件（前年比２５件増） 

死傷者：１６人（内５人死亡） 
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住宅用火災警報器のことならお任せください！ 

・購入先、取り付けに関するご相談 

・出前講座の実施 

お近くの消防署に相談窓口を開設しておりますのでお気軽にご相談ください！ 

リチウムイオン電池からの火災に注意！！！ 

携帯などを外出先でも充電できるモバイルバッテリーなどが急速に普及し、これらに使用され

ているリチウムイオン電池からの火災が増えています！！令和５年に福島市内で発生した電気

機器の火災はすべてリチウムイオン電池によるものでした。 

福島市公式ユーチューブ 

リチウムイオン電池火災について 

ＰＳＥマーク ＭＣＰＣマーク 

～火災を防ぐためには～ 

１.購入する際は、電気製品が安全性を満たしていることを示す「ＰＳＥマーク」が付いている

製品にしましょう。モバイル機器の安全性向上に取り組む団体が実施する評価試験に合格

した製品には「ＭＣＰＣマーク」が表示され、安全な製品を見極める目安となります。 

２.付属されている充電器やメーカー指定の物を使用しましょう。 

３.接続部が合致するからといって、充電電圧を確認せずに使用するのはやめましょう。 

４.充電が最後までできない、使用時間が短くなった、充電中に熱くなるなどの異常があった際

には使用をやめて、メーカーや販売店に相談してください。 

５.容易に取り外せない場所にある小型充電式電池は、無理に取り外すのはやめましょう。 
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２位 
３位 

たき火 

９件 

電気機器 

８件 

 

3/1 ダイユーエイト福島西店          3/5 いちい庭坂店            

3/2 ヨークベニマル入江町店          3/6 ロシナンテ福島西店 

3/3 ヨークベニマル浜田町店          3/7 ヨークベニマル福島西店 

3/4 ここら吾妻店 

 

～ 日程・場所 ～ 

放火・放火の疑い 

１９件 



 

救急車は地域の限られた資源です。病気・怪我の症状が軽い人が救急車を利用することで緊急性

の高い症状の人や重症者への対応が遅れてしまうことがあります。救急出動件数が年々増加してお

り、この状況を乗り越えるには福島市民の皆様のご協力が必要不可欠です。一刻も早い治療が必要

な人のために、「救急車の適正利用」へのご理解、ご協力をお願いいたします。 

救急車を呼ぶべきか悩んだ時は、♯７１１９へ。 
※医師・看護師等の専門家に相談できる専用電話です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防本部ではホームページを開設しています。 

消防情報・救命処置・緊急休日診療当番医など豊富な情報が盛りだくさんです。 

ぜひ、アクセスしてみてください。        

福島市消防本部ホームページ 

http://www.city.fukushima.fukushima.jp/syoubou-top/shobo/shobohonbu/index.html  

X(旧 Twitter) 

① 「マスク」・・・場面に応じて正しく着用！ 

② 「手洗い・手指消毒」・・・こまめに！ 

③ 「換気」・・・常時換気、２方向の窓開け換気など！ 

（適度な加湿も忘れずに！ 目安湿度：５０～６０％） 

（福島市保健所のホームページから抜粋） 

 

コロナ・インフル同時流行 基本的対策の再徹底 

救急車の適正な利用のお願い 
 

ただし、次の場合は迷わず救急車を呼びましょう。 

・ろれつが回らない。突然手足に力が入らない。 

・胸が締め付けられるように痛い。 

・頭が割れるような痛み。激しい頭痛。 

・息苦しい。呼吸困難。 

・意識がない。けいれんを起こしている。 

 

 

突然のお知らせになりますが、『広報 119』は本号をもって発行を終了することになり

ました。これまで長年にわたり御愛読いただきまして、誠にありがとうございました。今

後は、インターネットを活用して、市公式 SNSにより各種イベントや消防本部からの注意

喚起など、『広報 119』と同様の情報をタイムリーに情報発信してまいりますので、ぜひ

ご覧いただきますようよろしくお願いいたします。 

Facebook YouTube LINE 

救急電話相談について 


